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災
滋
法
規
講
習
会

あ‘

品朝交悌湖出叫ん
1
拍
師
会
で
時
弘
、
絞

め
寺
山
凶
炎
治
安
全
選
齢
制
緩
獄
中

次
の
日
程
で
持
政
相
掛
淡
州
出
会
を
行

な
い
ま
す
の
で
お
父
山
り
く
だ
在

、。L
 俊
樹
'
な
ど
の
都
合
で
、
自
宅

日
就
く
り
会
場
で
議
官
を
受
け
る

こ
主
が
で
常
切
な
い
ガ
は
、
い
ず

れ
の
会
場
で
も
常
務
で
き
ま
ナ

め
で
、
必
ず
パ
ペ
け
る
よ
う
お
紛

い
い
た
し
ま
す
。

の納税

画 9月錯す日から10月6符まで輯
重
点
は
は
榛

飲

酒

連

転

の

地

放

歩

行

者

事

故

昭
和
四
十
六
年
欲
的
余
機
内
叫

滋
資
金
一
途
話
が
九
月
二
十
七
日

か
ら
十
鈎
月
六
昨
日
ま
で
の
十
日
際

会
削
闘
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま

す。
詩
的
と
の
運
動
は
歩
行
滋
潔
い
験

者
、
運
転
者
の
一
頼
主
そ
の
終
滅

的
紺
が
ん
渦
閣
に
関
係
の
あ
る
す
べ
て

の
瀦
に
後
滋
安
全
用
品
認
の
周
知

た
は
か
り
、
獲
し
い
交
通
ル
ー

ん
の
災
銭
安
期
間
約
づ
、
け
る
こ
と

に
よ
勺
て
、
み
茨
鴻
前
市
紋
時
制
ル
仏
め

掛
慨
伸
縮
を
は
か
る
己
と
を
滅
的
問
と

し
て
い
ま
す
。

時
換
点
問
問
機

子
供
の
安
食
な
液
刊
げ
帆
切
な
憐
植

加
持
す
る

。
歩
引
車
道
nu
区
別
が
な
い
車
市

恥
開
般
の
滋
師
時
に
お
け
る
歩
行

機
的
資
ゑ
没
後
加
持
す
る
た
め

交
通
知
品
紛
争
ぃ
災
後
す
る

。
小
学
校
‘
泌
総
隊
、
保
管

部m
お
よ
び
恋
人
総
校
総
叫
脱
線

的
自
同
沼
山
道
務
に
つ
い
て
、

終
に
子
供
主
老
人
の
議
行
後

蛾
備
な
は
か
る

。
交
品
荻
点
お
よ
び
燐
民
間
歩
道

付
近
に
お
げ
る
療
行
表
部
障
措
牒

安
は
か
る

。
下
校
後
に
心
掛
け
る
子
供
の

市
中
陥
帆
州
抑
止
を
す
る
た
め
の
然

、
滋
絞
後
乞
鋭
化
ず
る

。
品
柄
納
品
お
よ
び
そ
の
保
護
者

な
ら
び
に
殺
A

常
務
に
対
す
る

安
全
教
育
の
捻
即
時
を
は
か
る

と
れ
ら
に
つ
い
て
ゑ
体
的
に

は
、
日
間
眼
目
.

h

出
冨
に
お
け
る

小
・
ゆ
惨
殺
の
校
庭
ま
た
は
議

出
財
閥
明
の
附
問
仙
説
、
摘
出
資
公
関
連

動
公
滅
的
ぷ
後
移
衡
、
交
通
蝿
腕

制
明
敏
挙
制
服
制
制
の
袖
別
化
お
よ
び

め
、
次
の
事
項
に
潔
動
の
幾
ぷ

を
お
き
災
捻
い
た
し
ま
す
、

mw

歩
行
殺
事
故
特
に
子
品
開
と

老
人
の
ぶ
汝
附
円
以

。
遂
帥
聞
に
お
け
る
子
終
の
変

通
事
故
を
段
&
ナ
る
た
め
、

き主主主主主主量殺沼会おき呈変
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言寄

の
絶
滅

違
反
事
符
の
総
務
激
務
号
、
W
謀

総
者
に
対
し
て
は
‘
歩
行
滋
係

殺
の
日
昂
地
に
立
っ
た
途
際
制
限

お
よ
，
ひ
}
拙
吋
鯵
比
盤
す
の
励
行
の

焔

mw脳
会
は
か
る
‘
幼
児
に
つ
い

て
は
、
効
後
隊
、
保
管
郁
m
に
お

い
て
は
遂
践
に
お
け
る
渡
し
い

台
風
二

本

市

も

台
風
二
十
一
一
一
号
と
一
…
十
双
悶
ザ

は
本
土
を
"
従
来
し
、
大
き
な
後

世
宵
な
も
た
ら
せ
ま
し
た
が
、
校

孫
子
術
に
お
い
て
は
同
国
納
期
の
渓

水
、
床
上
、
以
下
浸
水
、
道
路

冠
水
に
よ
る
欠
綴
な
H
f
s

吟
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
G

」
F

」

多
品

選
挙
人
名
簿
滋
録
者

一
二
五
、

0
・
℃
穴
人
に

殺
事
チ
古
山
選
挙
俊
樹
時
時
世
閥
開
会

は
、
九
月
八
n
H
委
員
会
安
閑
聞
き

滋
殺
人
名
簿
へ
の
追
加
資
録
凌

し
ま
し
た
。

新
た
に
抽
出
納
後
品
師
事
れ
た
入

時
比
南
河
八
簿
記
十
叫
入
、
女
八
百

六
十
一
人
的
計
一
千
六
後
九
十

…
…
入
守
し
た
。

湘
締
本
人
名
簿
の
受
録
。
は
毎
年

九
万
一
幻
滅
後
で
行
な
わ
れ
る

L
の
で
す
が
.
今
問
問
の
資
絡
者

は
本
年
六
万
一
日
以
前
か
ら
位

協
同
を
脅
し
て
い
て
、
仲
間
終
盤
本

会
組
慨
に
一
記
録
さ
れ
た
昭
和
朝
一
一
十

六
年
九
九
ご
日
以
前
に
出
向
悲
ん
し

た
カ
で
す
。

こ
の
州
制
酬
減
殺
鈴
子
市
憎
む
有
権

者
お
よ
び
各
淡
淡
絞
め
安
機
脊

は
衰
の
主
お
ち
で
す
。

か同行札
re瑚
閣
総
づ
け
る

品
川
飲
綴
噛
滞
緩
の
拙
館
組
問

。
自
動
家
の
絞
附
加
点
棚
、
明
出
獄

者
、
一
波
帽
減
策
品
開
噛
減
点
制
に
対
し

品
開
講
噌
の
強
化
を
は
か
る

ハ
〉
品
供
治
運
転
は
絶
対
し
な
い

ひ
総
務
に
お
い
て
欽
洛
遂
転

抑
制
放
の
申
し
合
わ
せ
を
一
行
な

、、〆
。

飲

食

応

.
F
予
イ
ヅ
イ
γ

等
V
L
対
一
し
、
噌
理
部
判
穏
に
拙
制
緩

を
楠
河
鉄
し
な
い
よ
う
絞
緩
柏
町

に
呼
び
か
け
る

。
糾
訊
揃
糊
晴
雄
一
斡
の
取
締
ち
の
緩

府
凡
な
は
か
る

。
夜
間
の
滋
必
殺
鰍
縛
れ
ツ
を
強

化
す
る

一一@ 

十
五
号

き
な
被

よ
る
被
害
が
出
た
と
こ
ろ
の
大

綴
討
は
新
興
住
宅
柏
崎
で
、
し
か

も
水
飢
な
ど
を
澄
め
立
て
た
低

地
明
、
排
水
椛
統
帥
栂
が
不
十
分
な
地

区
に
築
山
中
し
て
い
る
と
と
も
見

逃
が
す
こ
主
が
明
、
昔
ま
せ
ん
。

特
抗
議
子
中
市
は
地
形
的
に
も
樹
高

ま
れ
て
お
ち
ま
す
め
で
‘
鴻
粧
品
れ

に
こ
の
よ
う
な
被
害
が
少
な
か

っ
た
の
で
、
間
同
世
口
に
品
持
す
る
地
中

内捌

L
十
分
で
な
か
ゆ
た
と
も
思

え
ま
す
が
、
と
の
数
織
を
生
か

し
て
、
殺
本
的
仰
な
と
れ
ら
災
童
青

に
俳
持
す
る
平
索
か
ら
の
燃
え
、

災
後
も
開
T

礼
治
に
検
一
読
す
る
必
然

け
か
あ
ろ
う
か
1
h

怒
い
ま
す
。

際
的
体
的
に
は
、
山
仏
い
守
で
被
害

状
況
の
族
計
と
山
内
椋
に
縁
故
し

た
い
と
総
い
ま
す
が
、
や
は
り

市
民
一
人
一
入
門
今
日
制
分
の
胸
部
、

針
盤
以
向
両
分
で
ん
す
る
と
い
う
心

総
え
か
ら
台
風
が
近
づ
い
た

ら
ぬ
両
分
丹
市
部
の
飼
れ
ツ
の
剣
山
持
母

綴
臨
時
と
か
、
品
作
時
的
食
の
柿
貯
高
崎
な

ど
は
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
恩

ま
すま
に
山
市
，
訟
の
ん
入
制
間
後
所
に

つ
し
て
も
続
投
塗
織
に
努
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ど

務
カ
く
だ
さ
い
。
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目
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日
仏
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抗
日
抗

女
↑
刊
凸
品
開
問
問
削
凡

U
W

災

幻

η
山
町
制
別
総

η
日
品
川
抑
制
抑
制
時

今

4

9

⑮

4
2
8鳩

'A

を

え

っ

L

2

ι

官
同
僚
さ
の
さ
ん
九
十
六
絞

殺
孫
子
市
新
木
一
、
九
討
。

制
明
治
八
年
八
月
十
五
日
制
昂
ぶ
ま
れ

た
え
J
9
齢
制
策
を
束
ね
た
り
、

・
泌
を
は
い
た
り
し
て
徐
ι
叱
動
か

し
て
る
そ
う
で
も
濃
い
脇
村
分
か

ら
よ
く
効
い
た
と
絞
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
が
.
大
変
党
制
凡
な
ど

綴
テ
で
し
た
4

品
比
べ
仏
閣
は
、
例
ん
で
も
食
べ

ま
す
が
特
じ
く
だ
も
の
は
大

服
用
品
料
犯
そ
う
で
す
牛

索
時
臨
号
取
泌
さ
ん
九
十
一
歳

我
孫
子
市
市
俊
…
…
、
ニ
悶
蕊

明
治
十
一
一
一
年
京
湾
十
日
余
ま
れ

朝
起
き
る
と
近
く
な
散
か
し

て
‘
税
金
を
と
り
'
新
聞
問
、
チ
レ

ど
な
ど
を
閥
均
で
い
る
そ
う
で
す

が
、
災
絞
め
何
時
け
つ
は
暴
欽
渓

・
良
一
は
波
川
り
‘
腹
八
分
ロ
叫
に
し
て

編
成
問
問
正
し
い
依
然
必
と
え
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
、

お
ふ
た
り

hz訪
問
問
し
綴
じ
た

こ
と
は
，
や
は
ち
尉
端
的
地
が
聞
け
燃

で
心
総
ど
と
が
な
く
家
族
が
数

議
総
沖
合
切
滋
ん
ζ
て
い
る
か
ら

だ
と
同
部
い
ま
し
た
υ

言十

東
海
・
千
漆
閣
内
幾

の
海
銀
行
も
拘
制
定

市
州
民
の
出
闘
機
む
尉
況
判
刊
を
は
か

る
た
め
中
市
で
は
水
道
制
作
金
、
下

水
議
倹
納
付
刊
は
税
制
金
口
箆
か
ら

由
開
劇
部
品
別
に
柚
刺
殺
の
で
き
る
口
座

疲
替
制
間
終
か
あ
ち
'
ま
す
の
で
、

口
座
緩
替
紛
療
に
よ
る
仙
納
品
討
を

ご
制
利
減
く
だ
さ
い
。
J

影
後
mw
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
ず

後
一
行
が
後
胤
械
の
預
金
口
澄
か
ら

組
問
務
総
入
会
行
な
い
ま
す
の

で
、
日
慾
僻
制
緩
叫
制
出
慌
の
ど
利
用

を
お
耐
側
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
。
次
の
二
銭
部
付
も
抑
制
笈

金
融
酷
拙
稿
欄
間
と
し
ま
し
た
の
で
ご

利
用
m
く
だ
さ
い
。

枇
路
公
会
設
東
海
銀
行
・
絞
れ
一
叫
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出
数
千
噛
晴
樹
間
行
銀
行

な
お
、
務
総
き
に
必
要
な
も

り
は
預
金
泌
総
と
卵
畿
で
す
c
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一
さ
き
に
分
錦
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災
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数
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宅
用
地

一
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湖
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学
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隊
機
〉
は
開
間
十
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・
b
h

一
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画
が
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っ
て
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ま
す
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一
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の
分
後
は
本
僚
に
依
ん
で
い
て
仲
開
港
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刑
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一
が
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て
悶
悶
ゥ
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も
母

一
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議
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な
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上
5
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お

一
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〈
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仲
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な
く
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〉
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範
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お

p
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ま
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@
七
一
一
一
景
山
の
間
間
二
二
ハ
六
・
五
一
ニ

d

一一一、

ぴ
司
六
回
問
、
ひ
お
O
湖
付

@
七
一
ニ
緩
め
間
関
開
間
二
ハ

0
・
0
八
.M

二、

あ

勤
労
者
住
宅
用
地
分
譲

澗

北

中

学

校

高

側

七

区

画

報

定

例

市

議

会

TA 

日
月
日
自

i
幻
口
以

開
階
級
師
同
十
六
年
務
公
開
総
州
開
校
時
開
?
?

km融関
A

批判口
H

療
が
九
四
刀
法
闘
の
綴
人
的
問
題
営

委
員
会
で
決
ま
れ
ツ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

こ
の
機
会
は
、
ふ
増
雌
絡
会
議
長
の
任
期

毅
然
、
定
例
会
に
も
あ
た

9
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
討
約
な
し
て
ど
由
主
ラ
な
こ
主

を
淡
め
て
い
る
の
か
も
抽
出
向
山
す
る
こ
と

ぷ
よ
っ
て
潮
崎
鮮
で
き
る
も
の
と
忽
い
ま

ふ
3
Q

間
十
一
月
に
は
、
山
市
議
会
後
災
泌
総
e

も

緩
行
な
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
約
カ
自
治

則
附
は
住
民
の
手
で
と
い
わ
れ
て
い
る
昨

溺
今
、
議
良
の
}
泌
総
に
よ
っ
て
も
笈
接
帯

当

E
h
C
全
日
前
線
総
あ
る
い
は
終
援
に
も
影

鳴
神
棚
習
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
議
会
本
会
議
会

地
問
怒
し
て
い
た
だ
き
・
選
挙
の
醜
聞
に
は

本
潟
に
中
市
器
内
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
、
市
民
…
り
た
め
の
議
長
女
選
び
た
い

も
の
マ
す
。

九
六
て
附
間
八
O
内

側
、
ム
申
込
遜
多
数
む
場
合
は
，
本
市
に
級
品
践
す

る
中
点
を
後
先
し
的
措
坤
弘
毅
せ
ん
と
し
ま
す
。

0
・
申
込
車
雷
お
よ
び
灰
添
簿
一
時
凶
、
公
社
で
お
波
し

い
た
し
ま
す
ε

(
時
代
吋
部
千
品
抑
制
静
術
時
間
設
公
社
)
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o ~話会
O 昔話線決定

O 会議室長襲撃号~護議長指名

C 喜重 要撃 .1: :j宝

O 

午後1時

然
一
}
十
八
間
関
篠
田
内
体
育
大
会

内
4
ゑ
獲
で
日
行
な
わ
れ
る
こ

之
は
皆
さ
ん
も
ど
存
知
と
同
組
い

ま
す
。鐙蜘
捌
国
体
主
い
わ
れ
る
と
の

つ亀
l
J
大
会
は
、
笈
時
中
大
会

…
一
が
回
附
刷
相
附
悶
十
八
匁
九

再
選
削

肩
入
日
月
九
日
か
ら
九
月
十

一
ク
が
一
一
…
悶
H

ま
で
と
‘
秋
季

二
品
Z
e

一
マ
会
…
大
会
M
V
関
税
凶
十
八

一
制
服
…
仰
や
十
月
十
一
回
門
口
か
ら

m

ン
ゆ
岬
十
月
十
九
日
H

ま
で
行

一
d

罪
判

p

，

V

2

…
肘
ト
キ
一
-
た
Lι

れ
ま
す
〈

…
悶
醐
…
員
長
体
育
大
会
ぷ
g

r
i
i一
葉
県
実
行
議
員
会
繁

務
局
で
は
、
先
に
滋
糊
捌
悶
附
体
的

γγ
ポ
ル
マ

f
グ
費
時
都
然
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
減
額
布
佼
中

学
校
教
災
前
則
及
必
然
之
先
生
の

作
品
が
入
滋
寄
れ
ま
し
た
。

。施政カ金tlこヌきするー毅資問
O 幾重震に対するメ:綴笈疑

{喜義援自震災会i;t誌記〉

O 議室完.~主務上容量、望書主主長送付紙

会

〈言寄員会喜霊能〉

徐

午後1時

9月17際

9J121 a 

事Jj22日

空Jl23A

吋4日
告月26日

きっかちおう7とん

交i蚤安ぎを苦手総スローガジ
(ζども向け〉
あぶないあぶない

ひょっこ争とびだし

〈歩行議!匂け〉
rlまだ主主れる子Jは「もう危ないj
〈盗事語審ぬけ)
ヒヤ H ツとしたあのーi擦を忘れるな

t
i
t
t
J
〈
》

t本

。委員長寺霊会、然誉会、採決
O 綬奴最終7i!i発会にあたり語議長‘ liHミのあいさ

午後H寺雪月27A
切っ

o n持 ます

園
中
学
校
卒
業
経
皮

認

定

絞

験

間
川
和
利
関
十
六
年
前
民
排
私
学
義
務

総
予
然
険
者
の
中
学
校
卒
毅
怒

臨
脱
線
開
此
総
数
を
行
な
い
ま
す
G

と
の
認
定
試
験
の
み
ホ
授
は
、

務
潟
、
品
問
記
制
、

め
に
義
務
教
育
、
繍
繍
学
校
で
品
科

学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
蕊
学

を
数
子
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
者

等
に
対
し
、
・
中
学
校
卒
業
割
程
度

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

出
品
す
る
た
め
に
闘
が
行
な
う
災

鮎
艇
で
、
間
縄
廷
判
糾
教
に
合
格
し
た

者
凶
弘
、
為
等
学
校
申
入
学
際
協

が
与
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
時
計
制
麟
に
つ
い
て
は
教

合

わ

せ

く

犯

さ

い

。

一

日
周
一
一
五
一
徐
州
門
的
関
}
一
一
六
番

曹
間
開
骨
盤
受
付
糊
刑
附
問

総
務
約
十
六
年
九
月
十
六

時
H

か
ら
十
月
十
五
日
ま
で

叫

V

梯帆鵬販制錨口
M

酬
明
和
相
関
口
ト
六
年
十
一
日
バ
バ

十
六
臼

近
県
卓
球
大
会

会

盤
的
混
同
附
我
孫
ー
子
市
長
仔
争
奪

返
密
閉
ぶ
琢
大
会
を
次
の

ιおれツ

行
な
い
ま
す
の
で
、
参
加
希
望

殺
は
お
均
・
し
刊
誌
み
く
だ
さ
い
o

v日
時
吋
九
月
二
十
六
け
日
午
前

九
偽
か
ら

V
場
所
我
孫
子
山
中
学
校
体
交

融
柑

V
試
合
方
法
開
閉
式
…
州
制
〈
官
関

等
学
品
説
、
大
学
、
…
帥
肌
〉
男

女
各
山
v
y
F
ん
式

V
申
し
込
み
蜘
期
後
九
月
十
八

nH
ま
で
に
浴
後
諸
問
出
向
教
育
委

険
会
ま
勺

VJ
品
世
加
後
我
孫
子
市
に
恋
仲
岱

の
ガ
は
無
料
で
す
。

柑
開
…
蜘
州
穣
痘
接
種

次
的
日
間
四
に
よ

9
第
一
滋
制
機

浴
後
緩
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
当
日
出
か
け
る
紛
の
体
制
胤

を
必
ず
総
出
品
し
て
納
入
山
刊
波
知

に
図
録
的
問
問
滋
淡
に
館
入
し
て

民地中常
9
の
会
部
帽
で
お
受
け
く
だ

さ
い
。減税
、
抑
制
鯵
お
よ
び
外
務
の

ひ
ど
い
人
は
受
け
る
こ
主
は
で

奪
ま
牧
ん
や

wv
該
当
者

問
昭
和
閉
口
十
五
年
四
万
一
円
闘
か

ら
閥
均
税
関
間
十
六
年
二
月
以
十

八
日
ま
で
む
脳
陣
牛
川
氏

前
回
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

は
、
こ
の
絡
会
合
ど
如
何
醐
mく
だ

さ
い
。
な
わ
相
、
問
問
診
察
に
記
入

い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず
で
か

け
る
品
艇
の
ル
仲
間
蜘
を
測
定
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
v

体
吋
側
関
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時

か
ら
午
後
一
一
戸
時
三
十
分
ま
マ
で

す。診
一
羽
一

敏
一

5
一

痘
一
発
一

線
一
段

関
鉄
か
ら
お
知
ら
せ

問
問
欽
で
は
凹
名
以
上
で

F
b

l
プ
旅
行
さ
れ
る
と
き
は
品
開

発
駁
出
発
信
の
ニ
カ
月
紛
の
院

か
ら
十
閉
口
臼
紛
の
日
貴
明
、
搬
出
比

券
の
受
付
な
い
た
し
て
お
り
ま

す。
ま
た
，
十
叩
品
名
間
以
上
で
図
体

旅
行
殺
な
さ
れ
る
と
き
は
.
出
開

発
日
の
み
ハ
カ
月
議
か
ら
療
体
受

付
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
申

L
H時

み
は
出
向
礼
窓
口
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
門
松
州
問
ツ
ナ
附
肌
〉

市災滋
災者?を n
祭主主事事事者 衡

毎月第i、第 3a綴録 10:∞、北ぬi献とつくる仰のため;雲Zぞ宅福
!伊 ;事長るては [ 

会紛争勝ら脳人災10似マ )ふ ;ま方お次募

一一一一iではりの
美容主縫療のたゆ， .お ‘まと 祭
一 → … いE駐すお

l で E号。 9
ドく剖，議

主よeの主義意義鎗民公

f王室震火 :ζ

言葉 軍事 会

4挙2議火審議お 10 :∞-12:00 人災lOil'iまで
はがきまたは際陵中央公民皇室へ9Jj25詩1l'<.:

ママさん体主義

市し込み方法

水
道
技
術
者
試
験

中
市
常
水
道
X
Wサ叫依拠開府伐の瑚齢

期
間
会
お
よ
び
対
削
除
合
次
の
と
お

9
行
な
い
ま
す
の
旬
、
希
割
高
者

は
お
市
中
込
み
く
だ
さ
い
。

明v-
衆
議
緩
絞
殺
紳
料
開
閉
の
種
類

災
庁
防
絞
桝
約
書

給
水
抑
制
裁
該
絞
者

V
試
験
日

十
万
む
日
議
期
間

十
月
八
日
試
験

マ
絞
殺
場
所

我
孫
子
市
中
炎
公
隊
総

V
必
干
し
ゑ
み
協
紳
め
窃
ザ

九
同
月
一
点
十
問
符

V
申
し
込
み
欄
間
虻
棋

市
役
所
水
滋
管
捌
埴
苓
務
所
で

交
付
し
ま
す

な
お
、
援
山
山
書
類
等
務
相
腕
に

つ
い
て
は
水
道
管
課
事
故
調
僚

へ
お
災
い
合
せ
く
だ
幸
い
。
榊
犠

出
納
入
二
昌
同
一
一
五
一
嶋
市
内
線
一

一
一
二
番

だ
さ
い
。
応
募
手
続
等
の
ど
出
践

的
を
し
ま
す
。

wv
慾
背
骨
資
祐
採
用
予
総
月
の

一
門
員
混
在
で
十
八
歳
以
上
二

十
五
夜
来
線

ω努
子
で
や
学

校
卒
時
最
後
絞
め
学
力
を
有
す

る
者

V
試
験
料
開
小
学
校
ゑ
議
開
揮

市
成
の
ゆ
ナ
カ
に
つ
い
て
筆
記
却
偶

数
十
一
月
七
日
の
世
間
能
祭

出
渓
者
募
集

昭
和
四
十
六
然
変
文
化
祭
の

う
ち
芸
能
虹
刑
務
的
め
総
務
畿
を

次
の
と
お
り
務
緩
い
た
し
ま
す

の
で
、
前
線
希
内
線
設
は
字
震

に
お
山
中
し
滋
み
く
だ
古
い
。

マ
制
剤
門
口
十
一
月
七
日

(
R〉

写
機
部
川
総
隊
小
学
校
体
育
館

V
市
門
時
甘
口
H

椋
師
、
洋
担
代
務
脱
獄

淡
券
、
決
議
な
ど

V
受
給
也
市
出
向
夜
仲
間
ま
た
は
筏

勤
者

V
申
し
込
み
期
総
九
月
三
十

日
ま
で

V
申
脅
し
込
み
発
中
市
役
所
教
育

委
総
丹
念
外
礼
会
教
育
係
ま
で

制

総

選

大

会

品叫
M

郁
子
市
総
選
連
滋
で
は
、

次
の
k
h
o
nツ
総
選
大
ム
試
合
行
な

い
ま
す
。
}
般
参
加
希
州
地
点
噛
凶
仙
波
料
納
入

一
何
回
河

O
九
…

0
帯

ま

v
g臨
材
開
哨
お
お
十
六
年
十
且

一
一
一
お
八
銭
欄
織
は
H
V

午
前
九
持

一
一
…
十
分
か
ら
午
後
一
…
符
三
十

分
立
む

w
v
場
所
絞
孫
子
一
一
日
中
炎
A
A
災

制
聞な
お
‘
続
投
参
加
川
容
は
九
約

ま
で
に
会
場
に
集
合
し
て
く
M

に

さ
い
。

門
前
田
守
釘
蕊
〕

前
以
内
七
隙
叩
初
制
問
問
十
六
年
九
対

日
日
以
刊
行
政
側
叩
あ
び
と
第
一
一
一
苔

ニ
十
い
も
惨
縦
一
闘
の
行
政
相
相
談
・

人
総
出
穂
樹
齢
根
談
は
九
月
一
一
十

む
務
省
後
十
五
所
と
あ
り
ま
す

が
、
九
克
二
十
七
u
H
湖
北
食
品
父

郡
印

mu
同
樹
遠
い
に
つ
き
お
総
会
ひ
し

訂
正
い
た
し
ま
す
込
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